




本特論では、ことばと認識について知覚作用と認識作用の視点から考察する。具体的には
知覚対象の認識から言語化に至る過程でどのような知覚操作が関わっているのかについ
て理解を深める。我々は、対象物を知覚すること、それは目の網膜から脳内に取り込まれる
ことで表現(representation)が生じ、それを言語化の対象としている。このことから言語
は脳内現象であり、知覚対象の言語化には認知主体の一定の認知処理が必然的に関与し
ている。その認知処理のメカニズムを明らかにすることによって言語の本質について理解
を深める。







本講義では、文献の輪読を通じて、マーケティングの概念を理解し、研究への分析視点を得
ることを目的としています。また、輪読を通じて得た知見を活かし、地域の企業におけるマー
ケティングについて議論します。また、文献の輪読、事例の議論、プレゼンテーションを通じ
て、理解を深めていきます。




